




















A Study on Children’s Subjective Overachievement and School―Life :


















































































































































































































































因子 因子 因子 共通性
 自信・意思表示のなさ α＝．８６７
８ わたしはいつも，自分にはじしんがないと思う ．７３６ －．０９１ －．１６３ ．４７１
１３ わたしはいつも，自分にはあまりいいところがない気がする ．６９６ －．１５２ －．１１９ ．４２４
６ わたしはいつも，自分のあまり良くないところばかり気になる ．６９１ －．０１７ －．００９ ．４６７
７ わたしはいつも，「自分ががまんすればいい」と思う ．６６８ ．１５９ －．０７１ ．４９１
１１ わたしはいつも，自分らしさがないと思う ．６６５ －．０５０ －．０６８ ．４０３
２３ わたしはいつも，つらいことがあってもがまんしようと思う ．５５５ ．０９９ －．０１３ ．３４３
５ わたしはいつも，自分の気もちをおさえてしまうと思う ．５４７ ．２２０ －．０７５ ．３７５
２７ わたしはいつも，いやなおねがいをされても「いやです」とことわれないと思う ．５３４ －．１４３ ．１９２ ．３３７
１８ わたしはいつも，自分が悪かったのかもしれないと思う ．５３２ ．２０１ －．０９０ ．３３８
２２ わたしはいつも，先生や友だちとちがうことを思っていてもそれを先生や友だちに
伝えないと思う
．５２６ －．１１５ ．１６７ ．３２１
２６ わたしはいつも，期待にこたえないとしかられそうで心配になる ．４８７ －．１６８ ．４０１ ．４３３
１０ わたしはいつも，思っていることを口に出さないと思う ．４０３ ．１５１ ．０３６ ．２３９
２４ わたしはいつも，先生や友だちの顔色や様子が気になる ．３５４ ．０３３ ．２７２ ．２８６
 周りへの気づかい α＝．８５２
４ わたしはいつも，先生や友だちがどんな気もちか考える －．０２５ ．８２４ －．１０９ ．５７１
３ わたしはいつも，周りの先生や友だちにめいわくをかけないように気にしていると
思う
－．０５１ ．７７４ －．０６９ ．５２０
１ わたしはいつも，友だちや先生に言われたことを守っていると思う －．１１６ ．６９４ ．０１２ ．４５８
２ わたしはいつも，先生や友だちがしてほしいことは何か考える ．０１６ ．６９４ －．００４ ．４８５
９ わたしはいつも，自分が少しこまっても先生や友だちのために何かしてあげた ．１５６ ．５９２ －．０２６ ．４０８
３０ わたしはいつも，自分がどうしたいかよりもどうするべきか考えると思う ．０３７ ．５２９ ．０６７ ．３４２
１２ わたしはいつも，とにかく先生や友だちの役にたちたいと思う ．０４３ ．５１８ ．２４７ ．５０８
 承認されたい気持ち α＝．９０７
２５ わたしはいつも，先生や友だちから気に入られたいと思う －．０５０ －．１６６ ．９０６ ．６３９
２８ わたしはいつも，先生や友だちからみとめられたいと思う －．０５４ ．０１７ ．８０４ ．６３５
１７ わたしはいつも，先生や友だちからほめてもらえるよう行動したいと思う －．０９０ ．２２０ ．６７８ ．６４４
１４ わたしはいつも，自分を良く見せたいと思う －．０５６ －．１２２ ．６０６ ．２７５
２０ わたしはいつも，先生や友だちにきらわれないように行動したいと思う ．１４０ ．０６０ ．５８９ ．４７６
１９ わたしはいつも，先生や友だちの期待にはこたえなくてはいけないと思う ．０８５ ．２２８ ．４５６ ．４３３
１６ わたしはいつも，よく先生や友だちからの期待を感じる －．１６４ ．２９０ ．４３１ ．３７３
２９ わたしはいつも，期待にこたえるために成績をあげるように努力したいと思う ．０５５ ．２４１ ．４２８ ．３９５
１５ わたしはいつも，何かするときに先生や友だちから“できない”と思われないよう
にがんばろうと思う
．０７３ ．２６８ ．３６４ ．３５９
全体α＝．９０７ 因子寄与率 ４２．９３％
因子間相関   



















































「身体的健康」因子 －０．２２２＊＊＊ ０．１２５＊＊ ０．０７２ －０．０６１
「情動的Well−Being」因子 －０．３１０＊＊＊ ０．１５７＊＊＊ ０．１０８＊＊ －０．０８７＊
「自尊感情」因子 －０．１９７＊＊＊ ０．３１５＊＊＊ ０．３２１＊＊＊ ０．１１１
「家族」因子 －０．１４９＊＊＊ ０．１３６＊＊＊ ０．１３２＊＊ ０．００９＊＊
「友達」因子 －０．２６７＊＊＊ ０．１６４＊＊＊ ０．１６４＊＊＊ －０．０３８
「学校生活」因子 －０．２０１＊＊＊ ０．３１９＊＊＊ ０．２３７＊＊＊ ０．０７６＊




平均 SD １ ２ ３ ４
１．「自信と意思表示のなさ」因子 ３．１０８ ０．７６４ － ０．２９８＊＊＊ ０．３６３＊＊＊ ０．８０７＊＊＊
２．「周りへの気づかい」因子 ３．４８６ ０．７２７ － ０．６３＊＊＊ ０．７２１＊＊＊
３．「承認されたい気持ち」因子 ３．２１４ ０．７９４ － ０．８０１＊＊＊
４．過剰適応尺度（小学生用）全体 ３．２３２ ０．６００ －
＊＊＊p＜．００１
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子を表していると考えられる。「承認され
たい気持ち」は，過剰適応の児童が抱く，
周囲の人物に認められたい，褒められたい
という気持ちを表していると考えられる。
石津（２００６）は過剰適応を「環境からの要
求や期待に個人が完全に近い形で従おうと
することであり，内的な欲求を無理に抑圧
してでも，外的な期待や要求にこたえる努
力を行うこと」と定義している。先行研究
の定義に照らし合わせると，「自信・意思
表明のなさ」が内的な欲求を抑制している
という特徴を，「周りへの気づかい」およ
び「承認されたい気持ち」が外的な欲求に
応えようとする特徴を示していると考えら
れ，本尺度が過剰適応の特徴を捉えている
ことが示された。石津・安保（２００８）は過剰
適応の内的側面が学校適応感に負の影響を
与えることを示しており，「自信・意思表
明のなさ」が不適応につながることが推測
される。しかし，高田（１９９９）は過剰適応的
「よい子」の特徴をある部分普通の発達で
あり，足りなければ困ってしまうが，過剰
なときに問題が起きるとしている。よって
「周りへの気づかい」および「承認された
い気持ち」は適度であれば適応のための要
素であるが，その過剰さが問題であると考
えられる。また，過剰さだけでなく，性格
的な要因もあると考えられ，何が問題であ
るために不適応につながる特徴であるのか
は今後も検討の上で研究がなされることが
望まれる。
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